


近江神宮創建関係略年表（1895 ～ 1945 年）
年次 事項 関連事項・世相など
1895 年（明治 28） 大津町長西村文四郎、有志の拠金により滋賀郡滋賀村錦織御所内（現・大津市錦織）に「志賀宮趾碑」の建設を計画、11 月に竣工。 1894 ～ 95 年、日清戦争。
1900 年（明治 33） 日吉大社神官近藤明ほか有志、公爵近衛篤麿（近衛文麿の父）を会長として大津宮創建を企図。
1903 年（明治 36） 長等神社社司中村勝明・関蝉丸神社社掌三上在也ら、大津宮創建を大津市長村田虎次郎に建議。
1905 年（明治 38） 4月、天孫神社社司滋賀明嘉・平野神社社司平野定協・三尾神社社司伊東忠三・日吉神社宮司伊藤紀・近藤明ら 7名、大津市参事会に建議書を提出。次いで協議会を開いて大津宮崇敬会の名で趣意書を起草、

滋賀県知事鈴木定直、大津市長村田虎次郎に応援を求める。
1904 ～ 05 年、日露戦争。

1908 年（明治 41） 大津市制十周年記念として、大津市長西川太治郎により天智天皇奉祀神社創立の趣意を発表。大津市において大津宮崇敬会を組織、「大津宮天皇御事績考」を刊行。
1909 年（明治 42） 3月、大津市長西川太治郎ほか 32 名、衆議院に「大津神宮創設請願書」を提出、同月の衆議院第 25 議会の請願会議で採択。

12 月、大津市長西川太治郎ほか 37 名、衆議院に「大津宮創設請願書」を提出。翌年 2月の衆議院第 26 議会の請願会議で採択。
1911 年（明治 44）～
1914 年（大正 3）

この年より 1914 年まで毎年帝国議会に請願、採択を受ける。
1914 年、第一次世界大戦勃発。

1919 年（大正 8） 滋賀郡滋賀村（現・大津市）若代久太郎ほか百数十名、志賀神社創立許可願書を内務大臣宛に提出。
1月、滋賀県知事堀田義次郎、天智天皇奉祀神社創立に関して内務省神社局長宛に内儀書を提出。

1918 年、第一次世界大戦終結。
1920 年、明治神宮創建。

1932 年（昭和 7） 3月、滋賀県知事新庄祐次郎より天智天皇奉祀神宮創立計画書を内務省神社局長に提出。大津市議会長辻井喜之助より滋賀県知事及び内務大臣に上記に関する意見書を提出。6月の衆議院第 62 議会におい
て請願を採択。

5月、五・一五事件発生。

1933 年（昭和 8） 滋賀県知事伊藤武彦、天智天皇奉祀神社創立について内務省と交渉開始。また滋賀県議会において神社奉祀調査費 1500 円を議決。衆議院第 64 議会において請願を採択。同議会において滋賀県選出議員の
清水銀蔵・服部岩吉らが志賀神宮創建の建議案を提出、委員会により可決。

1月、ヒトラーが首相に就任しナチスが政権を獲得。
3月、日本が国際連盟から脱退を表明。

1934 年（昭和 9） 5月、衆議院第 65 会議において天智天皇奉祀神社創立を請願し、これを採択。同議会において建議案を可決。滋賀県会議長より内務大臣、県知事に宛てて神宮造営事業の実現促進に向けた意見書を提出。
6月、滋賀県告示より神社奉祀調査会規定を公示、神社奉祀調査会委員 84 名を委嘱。同会より「大津京の研究」を刊行。

1935 年（昭和 10） 4月、内務省考証官の宮地直一が来県し、鎮座候補地の由緒等を調査。
5月、内務省技師の角南隆が来県し、鎮座候補地の実情調査。
6月 10 日、時の記念日に合わせ神社奉祀調査会第二小委員会を開催し天智天皇奉祀神社創立大体調査書を決定。近江神宮奉賛会規則が成立し、同会を県庁内に設置することを発表。
7月、角南隆の斡旋により建築技師小林福太郎が来県、神宮創建大体設計のための現地調査。
9月、小林福太郎より完成した神宮創建大体設計図面並びに建築模型が県に届けられる。

1936 年（昭和 11） 3月、近江神宮奉賛会設立準備委員会設置。
6月 10 日、天智天皇聖業奉謝大祭執行、次いで天智天皇に関する講演会を実施。滋賀県知事二見直三より近江神宮創立計画をラジオ放送。
8月、角南隆指導による小林福太郎設計の近江神宮社殿設計原図完成。

2月、二・二六事件発生。
3月、広田弘毅内閣発足。

1937 年（昭和 12） 7月、神社局長児玉九一より近江神宮創立について内定の報が届く。県定例参事会において近江神宮造営のために近江神宮奉賛会に県費十万円交付の原案可決。
8月、神社局長より滋賀県知事に正式に近江神宮創建・列格に関する件の依命通牒到着。
10 月、近江神宮奉賛会を組織。会長は滋賀県知事平敏孝。

2月、広田内閣総辞職、林銑十郎内閣発足。
6月、林内閣総辞職、第 1次近衛内閣発足。
7月、盧溝橋事件発生。

1938 年（昭和 13） 2月、衆議院本会議で近江神宮創建費のうち国庫補助金十二万円可決。
3月、造営予算貴族院通過、神社局角南隆、谷重雄両技師が来県し、現地にて本殿以下各建物の位置を本決定。小林福太郎逝去。
5月、近江神宮創立に関する内務省告示。近衛文麿を近江神宮奉賛会長に推薦。知事より県下各市町村長、学校長に対し「挙県一致して御造営に力めよ」との訓令を出す。
6月 10 日、近江神宮造営地鎮祭執行。以降、青年学校生徒、警察練習所員、青年団長、処女会長など整地作業に勤労奉仕。同年中に延べ約二万三千人が参加。
8月、崇福寺趾および南滋賀廃寺をはじめとする大津宮跡第二次発掘調査に着手（～ 1940 年 3 月まで）。
10 月 21 日、手斧始祭執行。

3月、ナチス・ドイツ、オーストリア併合。
4月、国家総動員法公布。

1939 年（昭和 14） 4月、奉賛会長近衛文麿の願い出により高松宮殿下の近江神宮奉賛会総裁就任が決定。
5月 10 日、立柱上棟祭執行。
5月、近江神宮奉賛会発足式挙行。崇福寺趾塔心礎より舎利容器発掘。
6月、近江神宮ほか外苑運動場設置のため第一次事業計画成立、国庫補助金を申請、翌 7月公布の通達。
12 月、表参道、柳川付替ほか外苑運動場起工式。

1月、第 1次近衛内閣総辞職、平沼騏一郎内閣発足。
5月、ノモンハン事件勃発。
8月、平沼内閣総辞職、阿部信行内閣発足。
9月、ナチス・ドイツのポーランド侵攻により第二次世界大戦勃発。

1940 年（昭和 15） 2月、内院廻廊の立柱式斎行。
4月、平知事退任、近藤穣太郎新知事に就任。手水舎竣工。
6月、登廊竣工。
7月、透塀、渡廊、中門、翼廊、外拝殿、内院廻廊など竣工。
8月、神庫竣工。
9月、近江神宮外苑野球場、相撲場、庭球場竣工清祓式。神饌所、社務所、斎館、附属館、貴賓館、倉庫、鳥居竣工。
10 月、近江神宮宮司に平田貫一着任、祢宜、主典ほかも着任し執務開始。
11 月 7日、御鎮座祭を斎行。翌 8日には御鎮座奉祝祭を実施、奉納舞楽、蹴鞠その他催物あり。
11 月 10 日、紀元 2600 年奉祝祭執行。

1月、阿部内閣総辞職、米内光正内閣発足。
7月、米内内閣総辞職、第 2次近衛内閣発足。
10 月、大政翼賛会発会。

1941 年（昭和 16） 1月 10 日、天智天皇祭（天智天皇の命日が太陽暦で 672 年 1月 10 日に相当することから）。
6月 10 日、近江神宮における最初の漏刻祭執行。
7月、崇福寺出土舎利容器等 9点、近江神宮に交付。
12 月、神楽殿地鎮祭。

7月、第 2次近衛内閣総辞職、第 3次近衛内閣発足。
10 月、第 3次近衛内閣総辞職、東条英機内閣発足。
12 月、日本軍の真珠湾攻撃およびマレー半島上陸により太平洋戦争
勃発。

1942 年（昭和 17） 12 月、神楽殿上棟祭、北神門地鎮祭。 4月、第 21 回衆議院議員総選挙（翼賛選挙）。
6月、ミッドウェー海戦。

1943 年（昭和 18） 1月、北神門上棟祭、楼門廻廊地鎮祭。
12 月、楼門上棟祭。

2月、ガダルカナル島より日本軍撤退。
5月、アッツ島の日本軍守備隊玉砕。
9月、イタリアが連合国に降伏。

1944 年（昭和 19） 2月、参集所修祓。
4月神楽殿清祓、新殿祭竣功奉告祭。
6月、第一鳥居地鎮祭。
9月、崇福寺出土舎利容器等が旧国宝に指定。
10 月、表参道第一鳥居竣功奉告祭。参籠舎地鎮祭。
11 月 5日、御造営竣功奉告祭並びに竣功式。
12 月、参籠舎上棟祭。

7月、東条内閣総辞職、小磯國昭内閣発足。
6月、マリアナ沖海戦。
10 月、レイテ沖海戦。
11 月、サイパン島基地よりB-29 が東京を初空襲。

1945 年（昭和 20） 1月 25 日、大化改新 1300 年祭執行。
8月 15 日、終戦大詔渙発。同奉告祭。
12 月、占領軍により神道指令発令。

3月、沖縄戦の開始。
5月、ナチス・ドイツが連合国に降伏。
8月、広島、長崎への原子爆弾投下、15 日に日本が連合国に降伏し、
第二次世界大戦が終結。

参考文献：石川金蔵『近江神宮造営夜話』（1964 年 10 月）、『別冊〈歴史研究〉神社シリーズ　近江神宮―天智天皇と大津京』（1991 年 4月　株式会社新人物往来社発行）、近江神宮社務所編『近江神宮七十年小史』（2010 年 11 月　近江神宮社務所発行）ほか
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